




















































Ⅱ　The Pioneers and Progress of English Farming
プロザロウの農業革命論の出発点は，'The Pioneers and Prospect of English Agriculture', 
Quarterly Review, Vol.１５９, １８８５と思われるが，この論文では，“Agricultural Revolution”ない
しは“Agrarian Revolution”なる用語は使用されていない。この論文を土台として執筆された






























































のであって，“Science with practice, １８１２ to １８４５”と題した第X
３）小松，前掲書，２頁。














































































































































































































７）English Farming Past and Presentの第６版（Frank Cass, １９６１）で，G. E. FusselとO. R. McGregorが
「序説」においてプロザロウ（当時はアーンリ卿と呼ばれるようになっている）の説について詳細に批判
的吟味をおこなっている。また，Mingay, G. E., Agricultural Revolution: Changes in Agriculture, １６５０-
１８８０, Adam & Charles Black, １９７７でもプロザロウの叙述について検討が加えられている。個別には，
Parker, R. A. C., ‘Coke of Norfolk and the Agrarian Revolution’, Economic History Review, New Ser., 
Vol.８, No. ２, １９５５; Riches, Naomi, Agricultural Revolution in Norfolk, Frank Cass, １９３７（１９６７）を参照の
こと。
８）Johnson, Arthur H., The Disappearance of the Smal Landowner, with an Introduction by Joan Thirsk, 
Merlin Press, １９０９（１９６３）.； Wade Martins, Susanna & Tom Wiliamson, Roots of Change: Farming and 
the Landscape in East Anglia, c.１７００-１８７０, The British Agricultural History Society, １９９９.




































１２）Ibid., p.１６６. プロザロウはノーフォクと記しているが，デフォウはサフォクの話として記している。Defoe, 
Daniel, A Tour through England and Wales, Vol.１, Dent & Sons（Everyman Library）, １9２8（１948）, p.５８.







































１６）Ibid., p.１７４. ポウプは，Grosvenor家との比較で，“Al Townshend's turnips”なる表現を用いている。
Pope, Alexander, The Works of Alexander Pope : With a Memoir of the Author, Notes .., Volume II, ed. 


























































１８）Encyclopaedia Britannica, ６th ed. Vol.I, p.３０４. 初期の『大英百科事典』における農業に関する記述を分析
した拙稿「『大英百科事典』にみる１９世紀はじめのイギリス農業」（『山形大学大学院社会文化システム研
究科紀要』第９号，２０１２年）を参看されたい。
１９）家 畜 の 改 良 に つ い て は，Trow-Smith, Robert, English Husbandry: From the Earliest Times to the 
Present Day, Faber & Faber, １９５１, esp., Chap.９. New Stock; The Agrarian History of England and 
Wales. Vol.VI: １７５０-１８５０, ed. by G.E. Mingay, Cambridge University Press, １９８９, Chap.４.







































































































































号，１９９４年）およびGoddard, Nicholas, Harvests of Change：the Royal Agricultural Society of England, 
１８３８-１９８８, Quiler Press, １９８８を参照されたい。












































































る家畜の飼育を“high feeding”，“high farming”とよび，従来の麦わらによる飼育を“old 























３２）Pusey, Ph.,‘On the Progress of Agricultural Knowledge during the Four Years’, Journal of the Royal 
Agricultural Society of England, Vol.３, １８４２, p.２０５.
３３）Caird, James, High Farming, under Liberal Convenants, the Best Substitute for Protection, Edinburgh 





































２）Thompson, F.M.L.,‘The Second Agricultural Revolution, １８１５-１８８０’, Economic History Review, New 
Series, Vol. ２１, No. １, １９６８.
３）前節の註（３）および（７）を参照されたい。











































５）Caird, James, English Agriculture in １８５０-５１, Keley, １８５２（１９６７）, pp.８４-８５.農業労働者の困窮については，
Cooper, Jacqueline, The Wel-ordered Town: A History of Safron Walden, Essex, １７９２-１８６２, Cooper 
Publications, ２０００, pp.２１f, et al. この研究書でも分析されている“Alotment Movement”については，
Burchardt, Jeremy & Jacqueline Cooper（eds.）, Breaking New Grownd: Nineteenth Century Alotments 
from Local Sources, Family and Community Historical Research Sciety Limited, ２０１０が全イングランド
についてサーヴェイを行っている。伊藤栄晃氏が分析を進めているウィリンガムは，“Alotment 
Movement”でも重要な研究対象となっているようである。Burchardt & Cooper, op.cit., pp.３０, １３０ et al.
６）Prothero, English Farming Past and Present, pp.３９７-３９８.
７）「産業革命」「イギリス産業革命」については，馬場哲・小野塚知二編『西洋経済史学』（東京大学出版会，
２００１年）に収められた，小野塚氏の簡潔で核心を突いた学説整理を参看せられたい。また，そこに挙げ
られた諸論稿を参照されたい。
山形大学紀要（社会科学）第４４巻第２号
２０─　─
末な問題――というのは，言い過ぎであるが――である。そうした事実認識については修正・
訂正すれば済むことである。それよりも，「産業革命」の一環としての「農業革命」というか
れの基本認識こそすくい上げるべき視点だったのではないか。
従来の「イギリス農業革命」の検討が，農法の展開やエンクロウジァといった，いわばプロ
ザロウの農業革命論の構成要素に集中することで，あれやこれやの主張がなされ，結局「農業
革命」の概念自体が雲散霧消していったように思われる。無論，農法の検討やエンクロウジァ
の実証的検討が重要だということを前提にして話を進めているが，「イギリス農業革命」を研究
するに際して，これまでの研究で欠落していたのは，「イギリス産業革命」との連関を問うこ
とだったのではないか，と考えている。そうした観点から，プロザロウの「イギリス農業革命」
論と今一度，正面から向き合うべきではないか，というのが本稿の主張であり，「イギリス産業
革命」の一環としての「イギリス農業革命」を検討することで，新たな歴史像を提供できるの
ではないか，と考える。その具体的な内実については，今後の検討課題として残さざるをえな
いのではあるが。
最後に触れておきたいのは，第２点として指摘した，１８世紀後半から１９世紀前半を１つの農
業革命として把握し，それ以降のハイ＝ファーミングをもう１つの農業革命として捉える２段
階式の発展論についてである。トムソンが指摘するように，農場内完結の段階から農場外から
資材を導入することで生産性を上げる段階へと，それぞれを１つの農業革命として理解するこ
とは可能である。しかしながら，毛利健三氏が夙に指摘しているように，未完であった１９世紀
はじめまでのイギリス農業革命をハイ＝ファーミングをもって完成させたとの理解の方が自然
である８）。また，イギリス産業革命の一環という「農業革命」の捉え方からしても，自然では
なかろうか。
＊本稿は，科学研究費基盤研究（C）「イギリス農業革命研究の残された課題：農業は人口増大にど
のようにして応えたのか」（研究代表者：國方敬司，課題番号： ２３５３０４０３））による研究成果の一
部である。
８）毛利健三『古典経済学の地平――理論・時代・背景』（ミネルヴァ書房，２００８年）第６章。
